




本日の目標

ある書物を手がかりに

映画を超えてゆきたい

観客が受け入れやすい
ストーリーに変形

ポールというヒーロー

思索的というよりは感情的



本日の目標

ある書物を手がかりに

映画を超えてゆきたい

長いタイトルを持った書物です・・・



We wish to inform you that 
tomorrow we will be killed 
with our families





We wish to inform you that 
tomorrow we will be killed 
with our families

STORIES FROM RWANDA

by Philip Gourevitch 1998



本
書
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
言
葉

さ
あ
お
前
た
ち
、
呪
わ

れ
た
奴
ら
め
、
こ
の
美

し
い
観
物
を
堪
能
す
る

ま
で
味
わ
う
が
よ
い
！

―
―
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』



－悲劇－－悲劇－







1994年初夏



750万 人の人口のうち

80万 人が

100日 間で殺された



このできごとの異常性を象徴する２つのキーワード

decimation 一割間引き

マチェーテ 山刀



銃のような間接手段によらない

そんな苛烈な殺人を実行することに
人の精神は耐えうるものなのか？



病院の雑役夫サミュエルとマナセの経験

安全と信じて教会に集まったツチ族を襲うフツ族

下記のメッセージが発信されたのは、このとき。

We wish to inform you that 
tomorrow we will be killed 
with our families



何
ヶ
月
も
、
国
連
兵
士
は
銃
の
撃

ち
方
を
知
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
と

ル
ワ
ン
ダ
人
た
ち
は
疑
問
に
思
っ
て

い
た
。
・
・
・結
局
の
と
こ
ろ
Ｐ
Ｋ
Ｏ
兵

士
の
射
撃
の
腕
前
は
抜
群
だ
っ
た
。

そして 犬のいない国へ



－歴史－－歴史－



1900年頃、ドイツ人が撮影したルワンダ人たち

ツチの主人が乗った輿をフツの従者が運んだ

藤原章生『絵はがきにされた少年』集英社より





1897年 ドイツ総督部による間接統治

第一次大戦の戦利品としてベルギーが獲得



ベルギー人たちのしたこと

す
で
に
存
在
し
て
い
た
文
明
か
ら

自
分
た
ち
が
考
え
る
支
配
と
従
属

と
い
う
概
念
に
あ
う
特
徴
を
抜
き

出
し
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
都
合

に
あ
う
よ
う
に
た
わ
め
た
の
だ
。

フツ族 ツチ族



ベルギー人たちのしたこと

す
で
に
存
在
し
て
い
た
文
明
か
ら

自
分
た
ち
が
考
え
る
支
配
と
従
属

と
い
う
概
念
に
あ
う
特
徴
を
抜
き

出
し
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
都
合

に
あ
う
よ
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に
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わ
め
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の
だ
。

ツチ族

フツ族



独立の時代に起きたこと

ツ
チ
族
が
外
国
か
ら
の
侵
略
者
で
あ

る
な
ら
、
ル
ワ
ン
ダ
は
本
来
的
に
多
数

派
フ
ツ
族
の
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。

ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
民
主
主
義
的
思

考
と
は
か
く
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。

1962 ルワンダ、ベルギーより独立

フツ族 ツチ族



独立の時代に起きたこと

ツ
チ
族
が
外
国
か
ら
の
侵
略
者
で
あ

る
な
ら
、
ル
ワ
ン
ダ
は
本
来
的
に
多
数

派
フ
ツ
族
の
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。

ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
民
主
主
義
的
思

考
と
は
か
く
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。

フツ族

ツチ族

迫害

多くのツチ族がルワンダを逃れ
ＲＰＦ（ルワンダ愛国戦線）を結成

Rwandan Patriotic Front



decimation
We wish to inform you that 
tomorrow we will be killed 
with our families



フツ急進派が軍事教練

ＲＰＦの侵攻
ラジオ放送が敵愾心をあおる

教育を受けていない農民

隣国という逃げ場が近い
非妥協的？

人が多すぎる！
全員の食べ物はない

ツチ族を優遇した
ベルギーの支配

民主化の時代に
フツ族の逆襲

歴史環境

偶然
フツ族大統領撃墜

紅茶と珈琲に依存する
経済が崩壊



そ
れ
だ
け
の
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
れ
ば

立
派
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
レ
シ
ピ
と
な
り
、

そ
れ
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
か
っ

た
と
言
え
る
。
だ
が
一
割
間
引
き
（
デ
シ

メ
ー
シ
ョ
ン
）
は
ま
っ
た
く
起
こ
る
必
要

な
ど
な
い
も
の
だ
っ
た
。

結局、わからない！



答えを求めつつ現実へと分け入っていって、
でも結局、見つからない

そのその「もどかしさ」「もどかしさ」に耐えるに耐える

ひとつの悪にすべての責任を押しつけて安心するのではなく・・ひとつの悪にすべての責任を押しつけて安心するのではなく・・



ル
ワ
ン
ダ
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
も
ポ
ル
・ポ
ト
も

ル
ワ
ン
ダ
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
も
ポ
ル
・ポ
ト
も

ス
タ
ー
リ
ン
も
い
な
い
の
だ
。

ス
タ
ー
リ
ン
も
い
な
い
の
だ
。



－今－－今－



ＲＰＦ

反攻始まる

フツ族急進派と難民、ザイールへ



難民キャンプの憂鬱

ゴマの難民キャンプにて

藤原章生『絵はがきにされた少年』集英社より



難民キャンプの憂鬱

難
民
キ
ャ
ン
プ
は
フ
ツ
至
上
主
義
国
家

の
完
璧
な
レ
プ
リ
カ
と
し
て
組
織
さ
れ

て
い
っ
た

人
道
援
助
団
体
は
・
・
た
だ
与
え
る
た

め
の
存
在
だ
っ
た
―
―
食
料
を
、
医
薬

品
を
、
家
庭
用
品
を
、
世
間
体
を
。



難民キャンプの憂鬱
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民
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上
主
義
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プ
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カ
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し
て
組
織
さ
れ

て
い
っ
た

人
道
援
助
団
体
は
・
・
た
だ
与
え
る
た

め
の
存
在
だ
っ
た
―
―
食
料
を
、
医
薬

品
を
、
家
庭
用
品
を
、
世
間
体
を
。

「我々はちゃんとした援助をお
る」

こなってい



ＲＰＦ

反攻始まる

フツ族急進派と難民、ザイールへ



ＲＰＦ

そしてフツ族が故郷へ帰る

迎えるツチ族



フツ族、故郷へ帰る

ル
ワ
ン
ダ
に
入
る
と
、
道
沿
い
に
数
千

人
が
何
時
間
も
突
っ
立
っ
て
、
流
れ
込

む
人
々
を
同
じ
く
言
葉
も
漏
ら
さ
ず

に
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
。

近
代
史
上
い
ま
だ
か
つ
て
、
他
の
人
々

を
虐
殺
し
た
人
々
が
・
・虐
殺
さ
れ
た

人
々
の
生
き
残
り
と
、
同
じ
小
さ
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
ひ
と
つ
の
国
家
社
会

と
し
て
完
全
に
混
ざ
り
あ
っ
た
形
で
生

き
て
い
く
よ
う
に
強
い
ら
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。



オデットの問い オデット：虐殺から生き延びたツチ族の女性医師

ア
メ
リ
カ
の
人
は
本
当
に
こ
の
話
を
読

み
た
い
ん
で
す
か
？

み
ん
な
が
起
き

た
こ
と
を
書
き
残
し
て
お
く
べ
き
だ
っ

て
言
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
も
う
わ

た
し
の
中
に
は
書
か
れ
て
い
る
ん
で
す
。

わ
た
し
は
忘
れ
ら
れ
る
日
が
来
る
の

を
待
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。



課題

書き残しておくべきなのか、それとも忘れたほうがよいのか。

オデットの重い問いかけに、今日識ったことを踏まえて

答えてください。


